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３月１日に第２５回通常総会出席者対象セミナーが、沖縄の会場参加とオンライン参加のハイブ

リット方式で開催されました。今回は４人の方に発表して頂きましたので発表概要をご紹介します。 
 

「福島の有機農業県化への取組み」 
 

ＥＭ研究機構 奥本 秀一 
 

ＥＭ技術による福島の復興支援プロジェクトは、「真に環境や健康を守り、経済的にも豊かになる世界

的モデルとしての善循環的自然農法を普及し、福島の有機農業県化を推進する（Ｕ‐ｎｅｔ通信２０２４年１

月号※１）」ことを目標に活動しています。 
 

Ｕ－ｎｅｔ通信２０２２年４月号※２、２０２３年３月号※３でも

紹介頂きましたが、その先導的な役割を担っているのが

伊達市霊山町のＮＰＯ法人りょうぜん里山がっこうが運営

する農業者グループ「大石３ちゃん倶楽部」です。大石３ち

ゃん倶楽部は、中山間地の美しい風景や田畑を守るた

め、自分達の畑で収穫した新鮮な野菜を量販店の産直コ

ーナーや道の駅等で販売する活動を日々行っています。 
 

２０１９年７月より開始した土づくり講習会は、月１回の

頻度で継続しており、２０２４年３月現在で５２回を数えまし

た。また、この講習会の概要やお仲間の現場での取組み

をまとめた冊子『大石３ちゃん倶楽部における「土づくり講

習会」の歩み』を年度末ごとに発行しています。現在は、第

４集を作成中です。 
 

お仲間への聞き取りや現場での取組みを通して、病害

虫の問題や連作障害、畑の雑草管理、化学肥料、石灰資

材等の過剰施肥の課題に気づきました。そこで、お仲間の

現場を訪問しながら、ＥＭ技術（ＥＭ、ボカシ肥、整流・結

界など）の活用推進、病害虫の診断と対策について助言

（一緒に検討）、土づくりや雑草管理のための緑肥作物の

利用、不耕起栽培のための試み等も行っています。 
 

ＥＭと有機質肥料の活用推進については、２０２２年より交流の始まった岩手コンポスト株式会社様より

コスモグリーン等のＥＭ発酵肥料を年４回にわたり共同購入しました。ＥＭやＥＭボカシ肥の活用と併せて、

現場レベルでの実証実験や活用実績を重ねています。使用したお仲間からは、農作物の生育が良くなり

増収したことから継続したいと高い評価を得ています。 
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現場では、病害虫に対する対策を講じることが度々ありま

す。例えば、ナスの連作圃場では病原性糸状菌（カビ）によ

り半身萎凋病が発生することがあります。この病気に感染し

てしまうと回復させる効果的な方法はないとされます。しかし

ながら、ＥＭやボカシ肥、籾殻燻炭を活用することで病気か

ら見事に回復し、霜が降りる１１月中旬まで収穫を続けるこ

とができました。対応策が無いとされる病気に対してもＥＭ技

術で対応が可能であることが分かります。 
 

ＥＭや有機質肥料の活用に合わせて、土づくりの促進の

ため緑肥も導入しています。２０２２年、５名のお仲間の圃場

の一角で、エンバク（イネ科緑肥）とヘアリーベッチ（マメ科緑

肥）の混播栽培を試したところ、どの方も土が柔らかくなった

ことを実感されました。そこで、２０２３年１０月中旬～１１月

中旬にかけて９名のお仲間の露地やハウスにて緑肥を播種

しました。今年の４月には、育った緑肥をＥＭや有機質肥料

と一緒に鋤き込んで、次作のための土づくりを行う予定で

す。また、緑肥は雑草抑制や病害虫対策としても活用してい

ます。 
 

２０２３年８月、NPO 法人りょうぜん里山がっこうが中心と

なり地域で活動する８団体で設立した大石地区農村ＲＭＯ事

業推進協議会「チームさすけネットりょうぜん」は、農水省の

「農村型地域運営組織(農村ＲＭＯ)形成推進事業」に福島県

初のモデル地区として採択されました。「１００％有機栽培で

の農地保全を実現し、中堅世代の農業者が核となり、高齢

者の少量多品目生産・販売を拡大し、３年後の２０２５年には

大石３ちゃん俱楽部を法人化」という大きな目標を掲げてい

ます。復興支援プロジェクトは、この大きな目標を達成できる

よう尽力します。 
 

※１、※２、※３のＵ‐ｎｅｔ通信２０２４年１月号、２０２２年４月号、２０２３年３月号はそれぞれ以下の QR 

コードより閲覧することができます。どうぞ、ご参照ください。 

 

 

 

２０２４年１月号 ２０２２年４月号 ２０２３年３月号 
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「福祉施設におけるＥＭ活用」 
 

社会福祉法人未知の会理事長、花の宮子ども園園長 野町 承史 
 

香川県の野町承史と申します。レイチェルカーソンは著書『沈黙の春』で、人類社

会を便利にした化学物質が自然界に蓄積され、それが食物連鎖によって人の身体

を蝕んでいくと警告しました。私は、昭和５０年に保育士になり、その頃からアトピー

を持つ子が増加の傾向にあることを実感し、子ども達の健康を預かる者の一人とし

て、環境問題と子どもの食育は特に重要だと感じたとき、ＥＭと比嘉先生に出会い

ました。その経緯と、ＥＭ活用事例につきましては、Ｕ－ｎｅｔ通信ｖｏｌ．１３０に詳細が

記されています。※右の QR コードより閲覧することができます。 
 

ＥＭ活動推進のために、どうすればよいかと思案をしている時に、「１０００坪ガーデン」の情報を得て、 

野本さんを招いての職員の勉強会を開きました。ＥＭの整流結界、原子転換、想念の管理、ＥＭ讃詞、重

ね効果等、ＥＭ初期の情報しか知らない私にとって、なかなか理解できなかった比嘉セオリーの学び直しで

した。宮崎の前原幸太郎氏が「田んぼに入ってＥＭ讃辞を何万回も唱える」というお話。このセラミックの中

に１３００℃でも死なない光合成細菌が生きている。その小さな生き物に感謝する、というお話は私の脳裏

に焼き付いています。 
 

現在、障碍者通所更生施設 『社会福祉法人 ナザレの村』 には、障碍者の方々が８０名、通所しておら

れます。障害者年金などの公的な支援と、就労で得た賃金で、その人らしく、健康で、安心して暮らせる居

場所を作るためには、工賃向上が大きな課題です。施設開設当初より障害者にとってのＥＭ活動と、工賃

向上のために、ボカシ・活性液の販売をさせていただいており、皆さんに良い活性液を届ける使命を感じて

います。活性液作りでは自然農法センターの現津曲社長や榊原健太郎氏にたくさんのご指導をいただき、

現四国ＥＭ普及協会会長 山下修氏や、Ｕ－ｎｅｔ執行理事芝さんのお父さん達からもいろいろ助けていた

だきました。何より現場のＥＭ活用を全面的にバックアップしてくださった岩崎一雄理事長のご尽力によって

今日のナザレがあります。 
 

農福連携事業について、地域ではこれまで農業を

やっておられた方の高齢化が進み、全国的にも耕作

放棄地が地域社会の崩壊になりそうな気配も見えて

います。そこで、私達の法人では、荒れ地にならない

様に管理をさせていただき、お米や、野菜や、マコモ

ダケなど、より高品質の作物作りを目指してＥＭグラビ

トン農法を学んでおります。ＥＭ結界を施した空間で

は、気持ちのいい土の上で、利用者の方々の穏やか

な作業風景を見る事もでき、ＥＭさんのパワーをいた

だき、元気な活動が繰り広げられております。右の写

真は、お米の収穫風景と、生ごみを堆肥化している様

子です。 
 

故正木一郎教授が言い残された「地球上に起きて

いるすべての問題はＥＭでなら解決できる。」は私た

ちの希望です。コロナ禍によって、学びの場が中止に

なり心配していましたが、今では、ズーム講習会や、

ライン仲間との情報のやり取り、全国に繋がっている

ＥＭの仲間への現地講習会など、アンテナを広げるこ

とで質の高い学びの場が確保できるようになりました。 

施設で働くスタッフのメンバーが入れ替わっても、確実なＥＭ活動が展開できるよう、実践して参りたい

と考えております。 

 

U-net 通信ｖｏｌ．１３０ 



 

 4

「ユニバーサルビレッジモデルづくりプロジェクト 水産加工場廃棄物を活用した 

持続可能な”循環型地域農業”」 
 

U-net 宮城 会長, U-net 理事 平野 勝洋 

 

 「ユニバーサルビレッジくりはら」のプロジェクトについて、２０２１年からの３年間の

ご報告を致します。これまでの最新の内容につきましては U-net 通信 vol.１２８に掲

載されておりますのでご参照ください。 

※右の QR コードより閲覧することができます。 
 

まずは、宮城県栗原市、この地域の特徴と背景についてお話します。 
 

右の写真は伊豆沼です。ラムサール条約(湿地)に国内で

２番目に登録された場所です。東京ドーム６２個分の面積

があります。ヘドロと悪臭で全国ワーストだったのですが、

その時に比嘉先生に相談しました。平野さんが言うことを聞

いてくれるのであれば３ヶ月で解消されますとのことでした。

それまでは、ラムサール条約なので環境庁の管轄で予算

がつくのですが一向に解決しなかった過去がありましたが、

懸命にＥＭ活動を行ったところ、３ヶ月どころか２ヶ月でヘド

ロと悪臭が解消されました。 

栗原市は住みたい田舎ランキング日本一、米どころ収穫

量全国十位なのですが、人口及び世帯数の減少が５５年間で４５%減少しており、一次産業就業人口の低

下も課題となっています。そのため、地域の特徴を活かしつつ、課題を解決していくことが必要となってい

ます。 
 

本モデルプロジェクトの目的は、水産加工場から排出される廃棄物を再生可能資源として活用し堆肥

へリサイクルし、ごみ排出量を削減することです。現在は廃棄処分されているため高額な処分費用が課

題であり、焼却処分のため環境負荷も高いです。 

目標の１つ目として、ＥＭを活用し水産加工場のゴミを削減し、高品質な堆肥を作ること（年８ｍ３）、２つ

目に、最新ＥＭ技術を習得するための勉強会を開催すること（年２回）、３つ目に、市民農園を開園し循環

型地域農業を普及すること（利用者１０組）を掲げています。 

ユニバーサルビレッジモデルづくりに採択され２０２１年から活動を開始しました。下のような計画図（ロ

ードマップ）をメンバーで話し合って作成し、進めてきました。 
 

 

U-net 通信ｖｏｌ．１２８ 
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まず、１つ目の目標、ＥＭ堆肥製造についてで

す。水産加工場の廃棄物をＥＭ堆肥化するため

に２０２１年４月から準備し製造を開始しました

が、製造方法や各種届出（法律関係）など思いの

外難しく、ＥＭ研究機構の指導もあり、なんとか製

造を開始しました。２０２１年当初は年８ｍ３の堆

肥生産を目標としていましたが、２０２２年には月

４～６ｍ３を目標に安定して製造できるように設備

などを整えることができました。２０２３年には製

造方法や配合量を定め、堆肥製造と販売の届け

出などを関係機関に提出しました。 
 

次に２つ目の目標、最新ＥＭ技術を習得するため

の勉強会を開催する（年２回）についてです。普及活

動では、「ＥＭで花と野菜づくりの集い」を１２年間、

毎月開催してきました。 

ＥＭ勉強会では、外部講師としてＥＭ研究機構か

ら吉川さん、山城さん、奥本さん、岩手コンポスト様

からは菅原専務様など、多様な講師陣にお越しいた

だき、勉強会を開催することができました。勉強会は

いつも満席で大盛況でした。 

 

 

最後に３つ目の目標、ＥＭ農法については、水稲

農家の仲間８名からスタートしました。ＥＭ活性液、

ＥＭボカシ、ＥＭグラビトロン炭、塩を使用しました。

現在は水産加工場から組み上げた海水を使用した

ＥＭ海水活性液を活用しています。２０２１年のスタ

ート直後では、畑に塩を入れることに躊躇う方もい

ましたが、今ではその効果を実感され、仲間もどん

どん増えてきています。WebEcopure の第１７９回に

も掲載いただきましたが、メンバーの三浦信夫さん

がＪＡ新みやぎによる米の食味コンクール（ひとめぼ

れの部）にて２年連続最優秀賞に輝き、佐藤栗原市

長から賞状を受け取りました。 

 

これからの展望としまして、堆肥づくりの認可を得

て販売し、自立したユニバーサルビレッジモデルを

構築すること、そのためにも最新ＥＭ技術の学び

と実践の場を継続すること、また、ＥＭ農法に関し

ては、“持続可能なユニバーサルビレッジくりはら”

の仕組みを確立することを掲げています。 

これからも栗原市を中心に、各地でＥＭ活動の啓

蒙とユニバーサルビレッジモデル事業の拡充を行

ってまいります。 
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「水琴窟の巨匠と コラボした 癒しと美味しさと 楽しさと すべての命を支える  

高波動 オーガニックガーデン えひめＥＭホシとタンポポ」      
 

一般社団法人ＥＭスペースほしとたんぽぽ 理事, U-net 理事, ＥＭ親善大使  

野本 千壽子  
 

これまでの３年間の歩みを報告させていただきます。  

ガーデン造りの基本はＥＭグラビトロン炭と塩と活性液を使い、そこに波動の高い結界技術を駆使して、 

【肥料もいらないテラプレタノバ】の再現を目指して来ました。  

この畑は３０年間、耕作されていませんでしたから、極めてやせ細った、劣悪な畑で、これまでのオーガ

ニック栽培では難しい現状でした。それを解決するには、宇宙からの電子エネルギーを取り入れ、重力波

とつながる光合成細菌の手助けが欠かせません。  
 

そこで、 【地球を救う大変革】 に書かれている比嘉セオリーを検証するために、徹底してＥＭを生かし、

波動測定という、科学の力で見える化しながら 【ＥＭグラビトン農法】 の検証を進めました。 

 

U-net 通信Ｖｏｌ．１２９において、高波動の「ガーデンやさい 蘇生なす」の詳しい

説明をしましたが、波動測定の免疫の値が４００を超える野菜は、常温で腐敗せず、

抗酸化力が強く、薬に匹敵するような作物になっていると確信が持てました。私達

は、病気にならない、抗酸化力の高い作物であるという出荷基準 【ＥＭルーペ 特Ａ

やＡ】を設けて販売を開始しています。  
 

地球を救う大変革の P２２８には、水汚染は空気中の汚染も加わって余計に深刻

になっており、この大気汚染の持つ、悪い情報を解

除する力に優れているのはＥＭセラミックスだと記

述されています。 

私も、幸福度の低い、悪い情報を解除するの

は、感謝や喜びなど、総合的な精神エネルギーと

セラミックスの中の光合成細菌の連動だと実感し

ております。幸福度の低い食べ物は、まずいし、活

力になりません。そこで、細胞が喜ぶ、幸福度の高

い作物をつくるには、波動の高い仲間たちとの活

動が大切で、つながる仲間の見極めができると、

必ず思いは叶い、実現するという手ごたえも感じる

ことができました。  

ですから、１０００坪ガーデンのパワーの強さは、全国から集まった、延べ５００人の皆さんの、高波動の

魂や夢が底力となっていたと証明できる数値がどんどん出てきました。  
 

６月から掘り始めた井戸は、２か月後に一度、水の姿を見せてくれ

ましたが、すぐに出なくなりました。そこで、地質学に詳しい大学教授

に教えを請い、１３ｍまで掘り進める決断を下し、ユンボで井戸底ま

での道をつくり、丸環の中に入ってスコップで土をかき出し、バケツを

滑車で運び出すという手掘り作業で行い、６か月をかけて、やっと水

脈にたどりついたのです。 

その貴重な水を清めるために、整流ブロックやイブストーンで結界

を作り、お神酒をまいて、ＥＭ讃詞を唱えました。井戸水の免疫は１

９，６４０を示し、鑑定士と相談の結果、【青空宮殿井戸】と命名しまし

た。  

 

U-net 通信ｖｏｌ．１２９ 



 

 7

円形ガーデンつくりは、 【お花の終活】 を目指した花壇

つくりの遠藤かつゑさんを招き、 昨年１月に、呼びかけた

ボランティア７０名で実施しました。 

私がイメージしていたガーデンとは異なるので、急遽、山

の土を５トン入れ、小高く盛って周囲を囲うように結界の創

り直しも行いました。小高い丘となった真ん中に人が歩け

る通路が出来、瞬時に全体イメージを描き、次々と作業が

進められました。 

植える花は宿根草や球根です。山形に雪が降り始める

前に、遠藤さんの花畑から、愛媛に送ってくださった貴重な

宿根草の数々です。植えた場所には、水も、肥料も、活性

液も散布しない花壇づくりです。  

通路に原液の活性液を流しておけば、後は雨まかせで

何もしないという庭作りです。 

同時に果樹園では、和歌山の古田さんご夫妻の指導で

５０本の果物の苗を植えました。子ども達も自分の記念樹

を植え、周りには穴を掘り水の通り道を作ったので、全くぬ

かるみのない畑に変わりました。 
 

私達は、作物の作付け方法についても、セラミックスの

中で、生きてハタライテいる光合成細菌のハタラキに注目

して実験を行っております。切り口にセラミックスをまぶした

ジャガイモは、途中長雨で、葉も茎も枯れてしまいました

が、土の中で何が起きるのか、キャリーとブルーシートで雨

対策を行い土の中の変化を確認しました。 

炭を入れた畝と入れない畝で、大きさや測定値を比較し

ましたが、炭あり芋はより大きく育ち、しかも、免疫が５００

を超え、炭なしだと５００には届きませんでした。グラビトン

農法の主役は、炭・塩・活性液で、炭はエネルギーを集め

ると言い続けてきましたが、まさに、このことを証明するか

のような現象がみられました。また小腸は、炭なしでも５０８

を示し、ＥＭ は小腸に共鳴度が高いということが理解でき

ますが、これは、これまでのほとんどのＥＭ栽培でも見ら

れ、血液をきれいにする力がＥＭにはあると考えられます。 
 

そこで、比嘉教授の本の P７６にあるように、ガーデンの

作物が、免疫４００を超える高波動な作物に育ったのは、

量子的な働きを持つ光合成細菌の波動との連動作用が起

きていると確信しております。 
 

１０００坪ガーデンでの特別な連動作用について説明し

ます。このガーデンを訪れた柳原満紘氏は、畑で波動の高

い石を見つけられ、その石でイブストーンを作られました。

ところが、それらの石を組み合わせたイブストーンの免疫

が２０，０００を超え、窯が溶けて壊れてしまったのです。私

達はその大きなイブストーンで炭を焼いておりますが、これ

が連動作用の一つ目です。  
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連動作用の二つ目は、仮設トイレのし尿の中の、光合成

細菌を強化させている工夫です。ＥＭ入りのし尿を仮設トイ

レから抜き出し、３００Ｌのタンクに移し、更に１０％の活性液

を追い足して、２週間発酵熟成させます。それを１００倍に薄

めて、雑草処理の土つくりに使います。 

連動作用の三つ目は、雑草は草刈りをしません。草を踏

み倒し、イブストーンで波動を上げた塩を撒き、光合成細菌

が元気になっている、し尿堆肥を散布して、畳表やシートを

かけて日光を遮断し、１か月程度おきます。すると雑草が堆

肥化して、土がふかふかな土に、なんと免疫９だった土は、

免疫８１を有する土に生まれ変わりました。 

連動作用の四つ目は、ガーデンの中心に水晶玉を埋め、

エネルギーのパワーを上げることにしました。６０ｃｍの深さ

の穴を掘り、 炭と塩を入れて活性液を撒き、その上に、水

晶の入った容器を埋めました。  

水晶玉の場所から発する免疫は ６，１２０を示し、半径３ｍ

の範囲はこの高さが持続しています。  

さらに、 Ｕ－ｎｅｔ通信の【あとから来る者のために】 の作

者である 坂村真民氏の詩碑をいただいて、パワーの連動

化を計りました。この詩碑は、柳原満紘氏の所に設置されていた、京都の鞍馬山の石で作られたもので

すが、ご縁を頂き、ガーデンの中心に、【念ずれば花開く】 の文字が、真東を向くように固定しました。皆さ

んのパワースポットとしても、喜んでいただいております。  

これらの波動の高さに連動してか、詩碑の近くでは奇跡的な現象が起きています。「ガーデンやさい 

蘇生なす」の事例や、シンボルツリーまわりの台座からは、足の底から素晴らしいパワーを体感できるの

です。 

ガーデンの電気引き込みポールにもナザレ方式を使い、

昨年１１月に譲っていただいた、福島で役目を終えた２００L

の百倍利器にも、結界を工夫し、仕込み方法もこれまでの

原子転換技術を駆使して【パワー活性液】が完成しました。 

そのパワー活性液は、仕込む材料のすべてをミラクルス

ーパースマホで原子転換して、波動の高い井戸水で仕込ん

だ結果、免疫９０，０００を示しました。 
 

ガーデンの連動の仕組みをまとめます。 農園の炭の免

疫は、２２，０００、 井戸水１９，６４０、真民詩碑からは６，１

２０、パワー活性液９０，０００、つどいのいす、円形ガーデンの結界、圃場周囲の結界、圃場敷地全体の

雑草堆肥化と重ね効果、ネットポールの立体結果、桑の木などの樹木結界、そして、ここに集って下さっ

た方の魂の重ね効果、さらに、設備の方位や向きも徹底研究、ガーデンで収穫した作物や設備の名前も

鑑定士と相談にて命名いたしました。ガーデンの正式名称は 【えひめ ＥＭ ホシとタンポポ】です。 
 

私達は、柳原満紘氏の波動測定や施術の協力を得て、ＥＭによる抗酸化力の高い食品を提供して、発

達障害、精神疾患、難病、癌の人々を支援するグループラインも作っています。毎月定期的に行っている

ズーム講習会では、量子的なサポート方法を具体的にお伝えしております。  

テレパシーごっこパート II の本を出版しましたが、ＡＤＨＤとＬＤと診断されていた孫も、柳原満紘氏の施

術を受け、ＥＭ生活や体周りのＥＭ結界などを取り入れた結果、知能検査結果が正常値範囲に、身体バ

ランス感覚も抜群によくなり、愛媛県が実施している 【ジュニアアスリート】テストに合格、全国から注目さ

れている愛媛の自転車競技強豪校へ進学して、いきなり、インターハイ６位入賞となりました。 

 学習面でも、苦手だった数学や漢文の成績など、驚く上位成績を収め、中学２年まで、発達障害児と

して苦労していたことが信じられないような変容振りを見せて、今年の２月４日の愛媛新聞にも【ミラクルモ
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ンスター】として紹介され、昨年１２月には、静岡の競輪養成学校での強化合宿にも参加させていただき、

手ごたえを感じて、４年後のオリンピックを目指してがんばっている高校１年生です。 
 

ガーデンでは、薬草茶の開発が進み、 桑茶葉の免疫６４０茶、エキス７４４と、抗酸化力の高いお茶が

完成しました。 ガーデン以外の桑茶葉では、免疫 ２６１程度だったのですが、 ＥＭの特徴を熟知して作

れば、免疫７４４という高波動のお茶になることも確認できました。しかし、ＥＭ商品の扱い方には注意が

いることも改めて確認ができました。今では、優れた健康効果があると言われる野ぶどうでも、素晴らしい

お茶の研究が進んでおります。そこで、ブドウ茶の量産を目指して、苗木の準備も整い、今年から栽培を

本格化させて参ります。  

ガーデンでは使わなくなったピアノを、屋外で雨からも、

日照りからも、寒さからも、ピアノの機能を守り、４３２Ｈｚの

最高のピアノに育てる ＥＭ化ピアノ実験を開始しました。

弦には、Ａパウダーを、背面の木製部は、ＥＭコーティング 

を、ピアノの立体にＥＭシールやミニブロックで結界を作る

イメージです。保育園児の集まりに、素敵な野外コンサート

に、来園者の皆様に、是非弾いていただきたい、ＥＭストリ

ートピアノです。 
 

果樹園スペースに、日本ミツバチを下さる方がおられ、

レンゲや菜の花の花を確保するためにヤギを迎えたいと

考えました。産まれて２か月経ったヤギを連れて帰るため

に、ＥＭミニハウスを北東の場所に、ＥＭセラミックスや整

流ブロックで基礎工事を行い、板塀にはパワー活性液を

噴霧して、ミニハウスが完成しました。横にある、電源引き

込みポールは、ナザレ方式で、ポールと、ミニハウスをペ

インティング用活性液で繋ぎました。 
 

ところが、１月１日、驚く能登半島の地震情報に、私達は

これまでの体験を生かして、直ちに支援活動に乗り出しま

した。石川県の仲間たちが、全国から集まった支援物資を

届けてくださっております。地震・台風・水害は避けて通れ

ない自然災害ですが、ＥＭでなら、それを防ぐ技術もありま

す。もし、甚大な被害にあったら、サポートできる避難場所

も大切、その避難場所としても計画したガーデンです。 

今回の、能登半島地震の教訓を風化させないで、形に

して残したい！能登復興に祈りを込め、伝統文化を絶やさ

ず、再び、賑わいのある生活がもどりますように! 【念ずれば花開く】の詩碑の場所に、しだれ桜を植樹す

ることにしました。その計画を知った野町さんから、寄附が届きました。櫻は、日本人の心を象徴する木と

言われていますが、２月２０日のよき日に、ＥＭを使って植樹をしました。ガーデンの大切な宝物となりまし

た。 

これから、返礼品としての、恩送り事業も始まります。農家さんへの 【ＥＭルーペ特ＡやＡの認証取得】 

に向けた、応援プロジェクトとして、土、水、炭の改善を目指す技術提供を行い、認証取得ができるように

支援致します。さらに、これから、深刻になるだろう福島の処理水や汚染土の間題などにも取り組む予定

です。 海外からもこのガーデンに関心を持っていただき、柳原満紘氏とのコラボによる勉強会をセットに

して、受け入れも始まりました。スタート時には、３０年も耕作が放棄され、雑草だらけの畑ではありました

が、ＥＭさんのパワーをいただき、全国から、ボランティアさんが駆け付けてくださり、お金も、労力も、幸

福波動も、惜しみなく投入していただいたお陰で、奇跡満載のユニバーサルビレッシが出来上がりました。 

Ｕ－ｎｅｔからは、３年間ご支援いただき、ありがとうございました。地球が、ＥＭパワーで、どんどん浄化

されますように、ネットワークを広げ、ＥＭの集大成を目指して研鑽を重ねて参ります。 
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「講 評」 
 

U-net 理事長 比嘉 照夫 

 

今日はＵ－ｎｅｔから４名の方に発表いただき、ありがとうございました。 

今回の皆さんの成果は事実であり、ＥＭは生物であり、すなわち取扱いの世界となります。ＥＭを１回やっ

たからと言って終えるものではなく、繰り返し使い生活化するように扱うと重ね効果が出てきます。ある人が、

私がやったのが一番と言っても、何年も何年も繰り返しＥＭに取り組まれている方のレベルには及びません。

ＥＭは薬や一般にあるような物質とは違い、生き物を取り扱うという方法がＥＭには必要です。 
 

『地球を救う大変革』を執筆当時、とても大変でした。もう３５年以上も前の本ですが、今読み返すととても大

胆なことを書いているものだと感心します。同じく、『微生物の農業利用と環境保全』という本も３８年以上前

の本ですが、何故当時にこの本で解説した微生物（ＥＭ）利用技術が実現できたのか、運が良かったと言う

しかありません。農業のため、環境のためにと動いていると、皆さんが多くの知恵を付け協力してくれました。

ＥＭ技術はこれで良しというものではなく、日々改善、向上させて行く努力が必要です。そうすることで、私

たちも人生の意味が分かるようになり、解決できない問題は無い、ＥＭですべて解決できると言う仙人のよ

うに進化することができます。 
 

奥本くんの報告から、高いレベルで有機栽培を実践しているのが分かります。さらに、明日は私の畑を見て

耕さないで栽培する方法を学んでください。お年寄りの方達には耕すという作業は大変です。次の挑戦は、

ＥＭ技術を活用して耕さないで栽培をする不耕起栽培です。 
 

野町さんの報告は、これは福祉施設でのＥＭ活用の究極です。施設でＥＭを徹底して使うことで、周囲の環

境も、河川や地下水も時間と共にきれいになって行きます。同施設で働いている人もＥＭの活用や応用を

重ねることで、時間と共に自身の知恵や使命感が成長します。ＥＭ技術で大切なことは、工夫を重ね、微生

物の管理、重ね効果を高めるという心得を続けることで、様々な事象が起こっても、その課題を取り込んで

改善し解決して行けば良いのです。 
 

栗原市の平野さんは、実際には彼の活動の少ししか発表していませんが、放射能汚染対策等、東日本大

震災後には地元宮城県だけでなく岩手県や福島県等でＥＭ供給にご協力いただきました。大変な状況にも

関わらず、また、ＥＭに理解の無いことを言う人たちからの批判もあり、大変苦労されました。世の中のため

に、ＥＭで解決すると取り組んだ活動に続き、今日の素晴らしい成果を上げての報告をいただきました。 
 

野本さんグループの活動ですが、法令順守に沿った対応を進めていただければと思います。悪意を持って

接近してくる方もいますので、上げ足を取られないよう、皆さんが無償のハッピーを受け取れるような仕組

み作りに取り組んでいただければと思います。野本さんはＥＭのことを良く分かっていますが、野本さんと同

じ方法であの通りやろうとすると大変です。一方で、一番良い方法は、ＥＭ活性液に塩を１％以上、ＥＭグラ

ビトロン炭とＥＭ・Ｘ ＧＯＬＤを１／１０，０００添加すると、大変質の良いＥＭを作ることができます。ＥＭグラ

ビトロン炭とＥＭ・Ｘ ＧＯＬＤを少量添加するだけで波動は高まります。本日このセミナーを視聴された方に

は、この方法が基本として取り組まれてください。最新情報を踏まえ、基本をしっかりと抑えて良質のＥＭを

作り応用を進めてください。 
 

今月は、白鳥さん（映画「蘇生」の監督）との面会が予定されています。彼は、恩送りや様々なことに取組ん

だが、環境を含めた地球の問題を解決できるのはやはりＥＭしかないと改めています。Ｕ－ｎｅｔでは日本橋

川からＥＭを投入する活動を終えましたが、今度は白鳥さんの東京事務所に百倍利器を設置して、東京湾

へＥＭを投入したいと話しています。白鳥さんは発信力のある方なので、改めてＥＭの勉強をしてもらい、都

市部からのＥＭ活用の成果を出していただければと考えています。 
 

明日は私の農園で不耕起栽培やトマトの長期取りを見てもらいます。私はアイディアが出たら先ずやって

みます。失敗することもありますが、その失敗を良く観察してみるとその原因が分かってきます。失敗が本
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当のパワーになりますので、ＥＭを応用して色々な楽しみを見つけ、実践して応用を重ねるというポイントを

認識してください。 
 

大切なことは、ＥＭには決まった「こうだ」と言うことはありません。扱い方で変わってきます。繰り返しになり

ますが、ＥＭは生き物であり、取扱いの世界なのだと認識して応用することが重要です。以前は、どうします

か、との質問がでていましたが、今では皆さんが自分でＥＭを活用して解決する力を持ってきました。すご

い進化した活動となって来ました。 
 

Ｕ－ｎｅｔでは以前のような全国各地で一堂に会したイベントができませんが、各地でユニバーサルビレッジ

（ＵＶ）モデルを作ることや、各地域のテーマに沿った活動を挙げていただければ、ＥＭ研究機構が応援でき

るよう相談します。色々な課題にチャレンジして、Ｕ－ｎｅｔの活動が大きく発展することを期待しています。 
 

また今日は、スライドを用意したので、もう一度ＥＭの再学

習をしてほしいと思います。かつてＥＭというとエセ科学の

代表でしたが、今やＥＭは世界中で使われています。ネガ

ティブな意見は無くなりました。それはＥＭの量子的な性質

があるためです。科学的な研究報告、例えば、放射能汚染

対策の研究（ベラルーシＩＲＢとの共同研究）が国際会議や

論文となって公開されています。 
 

ＥＭは、当初は５科１０属８１種で始まりましたが、最終的に

は現在の光合成細菌、乳酸菌、酵母の構成になりました。

善玉菌主体の微生物群で、私の本にも図説で紹介してい

ます。 
 

乳酸菌や酵母は好気的な性質がありますが、光合成細菌

は絶対嫌気的な性質であり、自然界ではこれらが共存する

ことはありません。私の研究課程で、ペットボトルを使った

等の幸運も重なり、現在のような発酵と合成の力がリンクし

てＥＭが誕生しました。先ほども述べましたが、ＥＭは使う

人の力量次第でその成果が発現します。量子重ね効果

は、ＥＭを水や空気のように常に使っていくことが重要で

す。ＥＭの機能は、抗酸化、非イオン、有害なエネルギーを

有用なエネルギーに整流する作用があります。量子重ね

効果や原子転換とつながり、ＥＭ活用分野は多岐に渡りま

す。私は世の中に万能なものは無いという常識は分かりま

すが、ＥＭは活用、応用次第で万能です。 
 

沖縄ではジャガイモのタネイモを取るのは無理だと言われ

ていましたが、５-６年前からの取組みで、沖縄の結界下の

環境ではジャガイモのウイルスが発生せず、タネイモが取

れるようになりました。そこで、サトウキビ栽培とジャガイモ

を組み合わせる取り組みを宮古島等で行っています。サト

ウキビ残渣を活用したジャガイモのゴロゴロ栽培で、あるレ

ベルに達したら改めて紹介したいと思います。 

最後に、ＥＭの機能と、ＥＭは生き物であるということを再

認識し、ＥＭの能力を発揮させるのは、扱う人の力量次第

ということを認識し、この点を意識してＥＭに取り組んで行く

と応用分野は多岐に渡ります。会員皆さんのＥＭ力が更に

向上することを期待しています。 
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――――― 事務局からのお知らせ ――――― 
 

■令和６年度 第１回理事会、第２５回通常総会が開催されました。 
 

３月１日に当会の令和６年度、第１回理事会及び第２５回通常総会が沖縄県の暮らしの発酵ライフスタイル

リゾート内会議室(会場参加と ZOOM を利用した WEB 会議を組み合わせたハイブリッド方式)で開催されま

した。 
 

●第１回理事会では、以下の４議案が審議され、賛成多数で承認されました。 

第１号議案 令和６年度(２０２４年度)役員選任の件 

第２号議案 第２５回通常総会次第の件 

第３号議案 令和５年度(２０２３年度)事業報告及び収支決算の件  

第４号議案 令和６年度(２０２４年度)事業計画及び活動予算の件 
 

第１議案では以下の２０名の方が理事として継続することが承認されました。 

比嘉 照夫、 石川 文雄、 田中 敏幸、 角田 善男、 土井 博義、 

吉彌 信子、   藤間 豊、 鮫谷 陸雄、   小川 敦司、   藤木 巧一、 

東市 篤実、   木場 悟、    竹内 睦治、  泉崎 富子、   武藤 麻央、 

野本 千壽子、 今村 正、   平野 勝洋、   芝 幸一郎、    前原 幸太郎 (敬称略) 
 

・理事長には比嘉照夫現理事長の重任が提案され、出席理事全員異議なく、承認されました。 

・ 令和６年度の執行委員(執行理事)については、昨年度と同じく、吉彌理事、小川理事、東市理事、野本理

事、平野理事、芝理事の６名が継続されることになりました。 

 

●第２５回通常総会では、以下の３議案が審議され賛成多数で承認されました。青山監事による監査報告 

もなされました。 
 

第１号議案 令和５年度(２０２３年度)事業報告及び収支決算の件 

              監事監査報告 

第２号議案 令和６年度(２０２４年度)事業計画及び活動予算の件 

第３号議案 令和６年度(２０２４年度)監事選任の件 
 

なお、令和６年度監事として青山真紀氏が重任されました。 
 

正会員の皆様には、総会への出席、書面議決書や委任状のご提出にご協力をいただき、重ねて 

お礼申し上げます。 
 

当会事務局は本年度も、事務局長に新谷正樹、副事務長を下地貴司、事務局スタッフとして比嘉良仁、齋

藤沙、國廣真里枝、奥本秀一、安里美智子が事務局業務をサポートします。 

本年度も引き続きよろしくお願い申しあげます。 
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理事会ならびに通常総会の翌日３月２日午前中は総会出席者対象の現場視察が実施されました。 

 

【青空宮殿】                                   【サンシャインファーム】 
 

 

【農を活かした健康・福祉の里づくりに向けた推進事業】  【北中城村植物ごみ資源化ヤード】 

(北中城村ユニバーサルビレッジ建設現場) 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★第２５回通常総会出席者対象セミナーダイジェスト版 

動画視聴のご案内 (会員限定) 
 

３月１日に開催された第２５回通常総会出席者対象セミナーでの発表をまとめたダイジェスト版動画

を配信します。配信期間中はインターネットに繋がるパソコン、スマホがあれば、お好きな時間にダイ

ジェスト版動画が視聴できます。 
  

 【配信期間】 ４月１９日(金)の朝９時〜４月２２日(月)の夜９時まで  
 

視聴をご希望される会員の方は４月１５日(月)までにお名前と、「ダイジェスト版視聴希望」と標題に

明記の上、事務局（info@unet.or.jp）へメールにてご連絡をください。 

視聴用 URL は４月１８日(木)に事務局よりメールにてお知らせいたします。 
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“身体に美味しい農産物コンテスト２０２４”で本会会員の 

アムリタファームが栽培したＥＭトマトがグランプリ賞を受賞しました！ 

 

２０２４年２月１０日に一般社団法人 日本有機農業普及協

会主催のオーガニック・エコフェスタ「身体に美味しい農産物

コンテスト２０２４」が開催され、ＥＭを活用したトマト、カブが

最優秀賞を受賞しました。その中でも、春夏季・秋冬季大玉

トマト部門で最優秀賞を受賞したアムリタファームのトマト

が、全部門のグランプリ賞を受賞しました。 
 

このコンテストは野菜の糖度、抗酸化力、ビタミンＣ、硝酸イ

オンの数値を分析し競うもので、アムリタファームのトマト

は、糖度、抗酸化力やビタミンＣがとても高く、有害とされる

硝酸イオンは検出限界値以下でした。 

審査員はアムリタファームのトマトについて【すさまじい】【糖

度１２．８度は大玉ではありえない数字】【見たことがない数

字で一回分析し直しました】などコメントをよせ絶賛していま

した。 
 

また、最優秀賞を受賞した株式会社ＥＭ研究機構のカブに

ついても【やっぱり強いですねＥＭ】【すごい甘かった】【理屈

通りに素晴らしい抗酸化力も３倍、硝酸イオンも桁が違う】

といったコメントをよせていました。 

 

 

４月２６日に開催される本会第２回ＥＭ技術セミナーでは、アムリタファームの齋藤さんご夫妻にグランプリ

を受賞したトマト栽培について発表していただく予定です。 
 

 

★令和６年度ユニバーサルビレッジモデルづくりプロジェクト提案書を募集します！

(U-net 会員対象) 
 

本会の重点事業の１つとして令和３年度に始まったユニバーサルビレッジ※１のモデルづくりプロジェクト

は、現在、全国で１３のプロジェクトが実施されています。 

令和６年度も、ユニバーサルビレッジモデルづくりプロジェクトを推進するため、U-net 会員全員を対象に

「ユニバーサルビレッジモデルづくりプロジェクト提案書」を募集します。 

ＥＭを活用した核となる活動を行われていて、すでに拠点、コミュニティを持っている会員の方で、現在の

活動をさらに推進、強化することにより、社会的な効果を生む自立的なユニバーサルビレッジに発展させた

いと考えておられる会員の方は、是非ご応募ください。 
 

特に、これまでにない新規性のあるご提案や福祉関連のご提案は歓迎いたします。ご提案頂いたプロジ

ェクトの中で本会執行委員会での審査の結果、助成対象に選ばれたプロジェクトには助成金(最大５０万円

/年)を最長３年間ご支援すると共に、ご要望に応じて技術サポートを行います。(なお、営利を目的とした事

業を行う者(株式会社等)は助成対象となりませんので、ご了承ください。) 

応募にご関心がある方は、Ｕ－ｎｅｔ事務局にご連絡ください。事務局より「ユニバーサルビレッジモデル

づくりプロジェクト提案書」の応募用紙をデジタルデータで送らせて頂きます。応募用紙に必要事項を記入

の上、令和６年４月３０日(火)までに事務局にご送付ください。 
 

 問い合わせ先 E-mail：info@unet.or.jp 電話番号：098-923-2600  
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★奥本さんが紹介されていた「土づくり講習会」の歩み第１集〜第３集が 

U-net の HP から PDF でダウンロードできるようになりました！ 
 

ＥＭ研究機構の奥本さんの「福島の有機農業県化への取組み」で紹介されていた福島県伊達市霊山町の

ＮＰＯ法人りょうぜん里山がっこうが運営する農業者グループ「大石３ちゃん倶楽部」ですが、大石３ちゃん

倶楽部で実施された土づくり講習会の概要やお仲間の現場での取組みをまとめた冊子『大石３ちゃん倶楽

部における「土づくり講習会」の歩み』第１集〜第３集が、ＮＰＯ法人りょうぜん里山がっこうのご厚意で U-

net のＨＰからダウンロードできるようになりました。 

土づくり講習会の講師の奥本さんが有機農業の基礎からＥＭ技術の活用まで写真や図表入りで丁寧に説

明されている冊子となっていますので、ぜひご活用ください。 

NPO 法人りょうぜん里山がっこう HP https://date-satoyama.com 

 

冊子の内容を少しだけご紹介いたします。 
 

【畑でのＥＭボカシやＥＭ活性液の使い方】 
 

●基本的に土づくりは、種まきや苗の定植の 30 日以上前に行います。  

●堆肥やＥＭボカシ肥の施用量、ＥＭ活性液の散布については、おおよその目安として以下を参考に 

してください。  
 

① 資材の投入  
➢完熟堆肥を 2ｔ/10a、ＥＭボカシ肥を 200～400kg/10a 程度土に投入します。  

➢水はけ、水もちの悪い土地では完熟堆肥を多めに入れたり、水もちを高めるために籾殻くん炭を 

加えます。  

➢酸性に傾いた土壌の pH 調整には、苦土石灰、消石灰、炭カルを使用するのが一般的ですが土を 

固くする性質があることから、有機石灰（貝化石・カキ殻）を 100～200 ㎏/10a 程度投入することを 

お勧めします。  
 

② ＥＭ活性液の散布とすき込み  

➢土に資材を投入したらＥＭ活性液（10Ｌ/10ａ）を薄めて散布し耕起します。  

➢可能であれば、耕起・畝立て後にも、ＥＭ活性液（10Ｌ/10ａ）を土が充分湿る程度に希釈して散布します。  

➢作物の生育状況を見ながら、ＥＭボカシ肥を追肥的に施用します。施用時期・施用量などは作物に 

よって異なりますが、一度に施用する量は 100kg/10a 程度を目安とします。 

 

 

 

 

 

 

＊１ ユニバーサルビレッジ(Universal Village)とは 

マサチューセッツ工科大学(MIT)の正木一郎教授が提唱された「地球環境及び生物多様性の保全および人類

の持続可能な発展を可能とする社会、コミュニティ」を表すもので、科学者、事業者、政治家、市民の共通認識と

するために創られた名称です。 

ＥＭを活用したユニバーサルビレッジとは、あらゆる場面でＥＭを空気や水のごとく使う ＥＭ生活を徹底し、安

全、快適、低コスト、高品質、時間と共に成熟する高度情報共存共栄社会、すなわち、真の意味で自然と調和し

た幸福度の高い社会づくり、国づくりの基礎となる大小様々なコミュニティを表します。シンプルに表現するとＥＭ

的価値観が共有され、ＥＭの活用が徹底的に実践されているコミュニティです。 
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【ＥＭボカシ肥の効果的な使い方】 
 

●ボカシ肥の全面施肥ではコストが高くなったり、 

多雨により栄養分が流れてしまったりすることが 

あります。したがって、作物の根による養分吸収 

が容易になる局所施用（穴施肥、溝施肥、条施 

肥）がボカシ肥の利用効率の向上と減肥になり 

ます。  

●栽培期間が短い葉野菜等は全面施肥でも良い 

のですが、栽培期間が長くなる果菜類等は局所 

施肥の方が効果的です。  

●ボカシ肥を局所施用すると、ボカシ肥の塊りに 

向かって、真白な根毛をびっしりと発生させた作 

物の細根が張ってきます。有用な微生物たちが 

病原菌から根を守る働きをしてくれます。 

 

 

ー今後の U-net 会員様向け「EM 技術セミナー」日程（予定）のお知らせー 

 

地球環境共生ネットワーク(Ｕ－ｎｅｔ)では U-net 会員様向けのＥＭ技術セミナーを Zoom にて行っておりま

す。今年度の日程をお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

当日ご視聴出来ない方は、アーカイブ配信もございます（こちらも U-net 会員様対象です）。 

ご興味のある方は U-net 会員になっていただき、EM の事例や使い方をご参考にしていただければと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年 
４ 月 ２ ６ 日 (金 ) ７ 月 ５ 日 ( 金 ) ９ 月 ６ 日 ( 金 ) １ １ 月 ８ 日 (金 ) 

２０２５年 

１ 月 １ ７ 日 (金 ) 

★令和６年第２回ＥＭ技術セミナー開催のお知らせ(会員限定) 
 

令和６年第２回ＥＭ技術セミナーを令和６年４月２６日(金) １４時～１６時に開催します。 

セミナーへの参加申込は３月４日(月)から当会のホームページ(http://www.unet.or.jp/)のインフォメーシ

ョン欄から受付を開始しておりますので、お申込み専用ページからウェビナー登録いただきますよう、 

お願い申し上げます。お申込みの締め切りは４月２５日(木)です。 

なお、セミナーのプログラムにつきましては、後日、当会のホームページでお知らせします。 

※ 令和６年第２回ＥＭ技術セミナーはＵ－ｎｅｔ会員様限定の配信となっております。 

ウェビナー登録時、ご記入いただくお名前と会員様のお名前が違う場合、参加登録が出来ない事が

ございますので、ご注意ください。また、グループ、法人会員の皆様は、氏名に加えて、所属するグルー

プ名または法人名を記載いただきます様、お願い申し上げます。 

例）姓  ○○の会   名  地球太郎  

ウェビナー登録についてご不明な点がありましたら、Ｕ－ｎｅｔ事務局にお問合せ下さい。 

 問い合わせ先 E-mail：info@unet.or.jp  電話番号：098-923-2600  

大石３ちゃん倶楽部 

「土づくり講習会」の歩みⅢ １４ページから抜粋 


